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学校名 岐阜県立大垣特別支援学校
校 長 出 口 和 宏
所在地 大垣市西大外羽１丁目２２７番地１
電 話 ０５８４－８９－４８１６

１ 会議の名称
岐阜県立大垣特別支援学校 学校評議員会（平成２６年度 第２回）

２ 会議の構成
学校評議員（敬称略）
藤 墳 恒 生 大垣南ライオンズクラブ会長 ※都合により欠席
犬 飼 需 西大外羽自治会
水 谷 智 子 大垣市立かわなみ作業所所長
熊 崎 千 晶 生活サポートはしま相談支援センター 相談支援専門員
長谷川 正 志 大垣公共職業安定所統括職業指導官

学校職員・保護者
出 口 和 宏 校長 ※都合により欠席
大 橋 秀 子 事務部長
野々村 珠 樹 教頭
多和田 浩 一 教頭
吉 田 洋 子 小学部主事
髙 木 秀 樹 中学部主事
伊 藤 信 弘 高等部主事（普通コース）
森 保 高等部主事（職業コース）
澤 田 秀 俊 教務主任
細 川 尚 子 ＰＴＡ会長

３ 会議の目的
学校運営等について地域住民や関係機関の代表者等から幅広く意見を聴き、地域社会からの支援

・協力を得て、開かれた特色ある学校づくりを推進する。

４ 会議の開催
日 時：平成２７年２月６日（金）１０時００分 ～ １１時００分
場 所：北校舎会議室
出席者：学校評議員４名 学校関係者９名

５ 会議の概要
（１）学校長挨拶（代理：教頭）
（２）授業参観

高等部職業コース（作業学習）
（３）議案

・授業の感想
・高等部３年進路状況
・中学部３年進路状況
・平成２６年度の作業製品価格
・学校評議員の意見聴取
・連絡



（以下に会議での主な意見を記載します）

意見１ 作業学習を見学したが、作る楽しみを教えてあげると今後自分で作ろ
うと思うことにつながるのではないか。
２年間同じ作業を行うということだが、１年毎に作業班を替わること

により経験が広がり、人の幅が広がることもあるのではないかとも感じ
た。
（回答）
職業自立としての作業学習はもちろんだが、作る楽しみについても大

事にしていきたいと考えている。
以前は毎年希望をとり作業班を替わることもあったが現在は１年生の

前半ですべての作業班を経験し、その上で作業班を絞っている。作業を
続けることで先輩から後輩へ引き継ぐというメリットを大切にしている
が、生徒がうまく入れなければ、作業班の入れ替えもしている。今後、
検討していきたい。

意見２ 今後のことを考えると好きだけではすまされないこともあるが、単調
な作業を根気よく集中して行っていた。他の人との協調性も育まれてい
ると思った。
縫製の部屋の作業環境が良かった。

（回答）
縫製室は昨年度末の木質化工事の際、職員の意見を取り入れていただ

き本当に使いやすくなりありがたい。

意見３ 卒業後、すぐに役立つ力がついていると思った。特にどこにいっても
必要な力として集中力があると感じているが、頑張れそうな気がした。
学習環境も整っていると思った。

（回答）
作業時間での集中力は特に重点をかけている。他にも対人関係やコミ

ュニケーション能力についても課題として取り組んでいる。

意見４ 例えば陶芸で炉に製品を運ぶという場面があったが声掛けがあると良
いと思った。「後ろを通ります」の一言が安全対策にもなるのではない
かと感じた。
（回答）
そのような小さな一言が気配りになるということを教員に伝え、それ

ぞれの場面で指導していきたい。

６ 会議のまとめ
今回の評議員会では、北校舎（高等部職業コース）の作業学習の授業参観をしていただいた。各

作業室では、部主事が作業内容について説明を行った。
作業学習を見ていただいて、作業内容や生徒の様子等についてご意見を伺った。その中で、従来

の木工や縫製等に加え、クリーニングやフロアメンテナンス、今後考えている介護等、就職に直結
する作業種についても説明を加えた。
続いて、高等部主事より現在の３年生（卒業生）の進路状況についての説明をした。ほぼ内定し

ており、未定者についても決まりつつある状況の説明を行った。中学部については例年全員が高等
部に進学してきたが、本年度は１名就職を希望している状況を説明した。
最後に事務部長より公費・私費負担区分ガイドラインの説明とそれを受けての本校の会計関係の

説明を行った。
追加の作業製品（３品）の価格について適正であると認めていただいた。
授業や学校運営等について頂戴したご意見は、本校の取組を肯定的にとらえて、評価していただ

いたものが多かったが、作業学習についてはまだまだ考えなければならないことがあると感じた。
本日の会で学校評議員の方々からいただいた貴重なご意見・ご提言については、十分検討し、今

後の学校運営に活かしていきたい。


